
SPS研究会の活動を振り返って	

2014年11月	

１．研究会発足の経緯	
２．17年間の活動の状況	
３．できたこと、不十分だったこと	
４．新学会発展への期待	



太陽発電衛星研究会の発足の経緯	
宇宙科学研究所SPSワーキンググループ（ある意味、太陽発電衛星研究会の
前身）	
1988年3月設立−1997年3月廃止（9年間の活動）	
SPSを実現するための理工学的課題とそれが引き起こす環境現象の解明など
が研究範囲。	
ワーキンググループの輪を広げることに心がけつつ、日本独自の創造的・建設
的発想をもとに基礎的なデータを積み重ねて、将来のより大きな計画に貢献す
ることを目的。	
９年間の活動の中で、SFUによるエネルギーミッション計画の立案と検討（1、２
号機）、マイクロウエーブガーデンの計画、ISY-METS実験協力、SPS2000設計
研究、を実施。	
SPSは宇宙科学としてよりもより広い社会的なエネルギーシステムとしての研究
の段階に入ったとして、1997年2月27日最終定例会議、3月廃止。	
	
太陽発電衛星研究会	
1997年10月31日発足（これまで17年間の活動）	
地球の環境とエネルギーの問題の研究者を含め、研究情報の交換、対外的な
啓蒙活動、研究のための調査を行う研究会を組織し、太陽発電衛星の研究の
促進をはかることを目的として発足。	



SPSワーキンググループ（1991年9月パンフレット）	
主査は当初、後川教授、後に三浦教授、幹事は長友教授	
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太陽発電衛星研究会の発起人会での決定事項（議事録）	

発起人会に出席した発起人が幹事となっ
た。小川恭孝（北大）、小宮山宏（東大）、
澤谷邦男（東北大）,茂原正道（東京科技

大）、成尾芳博（宇宙研）、松本紘（京大）、
吉岡完治（慶大）を加え、20名が初期の

幹事に就任した。	

ニュースレターの発行。実際には年
1-2回発行。	

毎年SPSシンポを開催。ただし宇宙エ
ネルギーシンポはより広い宇宙エネ
ルギー研究をカバーするシンポとして

存続。	

応募したが採択に至らなかった。	



太陽発電衛星研究会の会則（当初）	
太陽発電衛星研究会会則 	 	 	 	 	 	 	平成９年１０月３１日　太陽発電衛星研究会発起人会承認	
 	
１）名称：太陽発電衛星研究会（略称：ＳＰＳ研究会）	

２）目的：太陽発電衛星の研究の促進をはかるために	
	1.　研究情報の交換	

	2.　対外的な啓蒙活動	
	3.　研究のための調査	

　等を行う。	

３）会員：正会員と賛助会員とする	
	1.　正会員は太陽発電衛星の意義を認める関連研究分野の研究者、または、より広く地球の環境とエネルギーの問題の研究者

	とする。	
	2.　賛助会員は本会の活動を支援する企業団体等とする。賛助会員は3名を個人会員と同じサービスを受ける会員として登録で
	きる。	

４）活動：会員の研究を母体として、次のような活動を行う。	
	1.　ＳＰＳニュースの刊行継続	
	2.　研究発表会の開催	

	3.　広報活動	
	4.　関連する企画への参加	

５）組織：	
役員：若干名の幹事をおく。代表幹事を幹事の互選で選出する。	
顧問：対外的な関係を考慮した顧問をおくことが出来る。顧問は会費を免除する。	

専門分科会：太陽発電衛星の技術分野の高度の専門性を考慮して、専門分科会をおく：例えば；電力伝送、太陽電池、宇宙構造・組
立、環境エネルギー評価、レクテナ	

総合企画班：太陽発電衛星の総合性を保つために適宜テーマグループを設置する。	
事務局：事務局は幹事の一人が担当し、次の業務を行う。	

	1. 　会員登録と会費の徴収	

	2. 　ニュースの作成と配布	
	3.　会の内外の連絡先（コンタクトポイント）	

６）会費：当面、通信費として下記の年会費を徴収する。	
	個人会員の年会費は1 000円とする。	
	賛助会員の年会費は10000円とする。	



太陽発電衛星研究会発足時の代表的な考え方	

・宇宙開発の一環ではなく、新エネルギー開発の一環とし
ての技術開発を進めるため、新たに広い分野からの研究
者を糾合し宇宙太陽発電に関する本格的な研究を行う為
の枠組み。	

	

・研究分野は別れているが目指すものは同じ。研究分野を
つなぐ役割のフォーラムの役割。	

	

・種々の要素技術の専門家やシステム工学者が寄り合い
情報交換を行う場。エネルギー以外に、経済、法律、政
策の専門家も含めて。	

その他	
関連プロジェクトを次々と生み出すプラットフォーム（ロンチャー、ゆりかご）	



太陽発電衛星研究会17年の歴史（組織に係わること）	

1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	

発起人会	

ニュース創刊号	

第1回総会	

ピーター・グレーザー	
博士顧問就任	

松岡秀雄	 高野忠	 伊藤精彦	 橋本弘蔵	

代表幹事	

SPS2000レクテナ分科会	
（主査：パトリック・コリンズ先生）	

会則変更（外国人	
会員の扱い）	

研究会ホームページ開設	

代表幹事の選任申し	
合わせ（任期2年）	

宇宙輸送超低価格化分科
会発足（座長：小谷知己様）	

会則変更（NPO賛助会
員、学生会員の追加）	

学会への改組
議論開始	

創設幹事	
長友信人	
先生ご逝去	

顧問ピーター・	
グレーザー	
博士ご逝去	

山田興一	
佐々木進	

高橋宏、山田興一	
佐々木進	

大久保先生	
山田興一	
佐々木進	

佐々木進	 田中孝治	
牧謙一郎	

創設幹事	
田中靖政	

先生ご逝去	

事務局担当幹事	

第17回総会	

ニュース27号	

広報担当幹事	

松岡秀雄	



SPS研究会の学会化の議論は比較的早い段階からあった	

平成13年（2001年）第4回SPッシンポジウム	
長友信人・松本紘　対談（司会：松岡秀雄）　“宇宙太陽発電の産業化に向けて”	
講演予稿集抜粋	
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太陽発電衛星研究会の活動の２本柱	

シンポジウムの開催	 ニュースレターの発行	

第１回SPSシンポジウム（東大、1999年1月）	

第3回SPSシンポジウム（北大、2000年10月）	 ニュースレター第７号（2002年10月）	



開催年	月	　　シンポジウム 	開催場所 	 	 	　世話人（敬称略）	 	 	共催、協賛	
1999年	1月	 	第1回	 	東京大学本郷キャンパス 山田興一	

	11月 	第2回	 	京都大学宇治キャンパス 松本紘、橋本弘蔵、篠原真毅 		

2000年	10月 	第3回	 	北海道大学	 	 	　伊藤精彦	 	 	 	北海道宇宙工学懇談会	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	IEEE札幌支部	

2001年	10月 	第4回	 	慶應義塾大学 	 	　吉岡完治、松岡秀雄 	 	慶應義塾大学産業研究所	
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	日本マクロエンジニアリング学会 		

2002年	11月 	第5回	 	神戸大学 	 	 	　賀谷信幸	 	 	 	情報通信技術研究交流会	
2003年	10月 	第6回	 	静岡大学 	 	 	　山極芳樹	
2004年	9月	 	第7回	 	九州工業大学 	 	　趙孟佑 	 	 	 	機械学会宇宙工学部門	
2005年	9月	 	第8回	 	帝京大学 	 	 	　松岡秀雄	 	 	 	帝京大学、電子情報通信学会宇

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	宙太陽発電時限研究専門委員会	

2006年	10月 	第9回	 	産総研 	 	 	　神本正行	 	 	 	産総研、JAXA 		

2007年	8月	 	第10回 	東京大学柏キャンパス 	  小紫公也	 	 	 	東京大学新領域創成科学研究科	

2008年	9月	 	第11回 	慶應義塾大学 	 	　吉岡完治	 	 	 	慶應義塾大学産業研究所	
2009年	11月 	第12回 	京都大学宇治キャンパス 橋本弘蔵	 	 	 	京都大学生存圏研究所		
2010年	10月 	第13回 	日本大学 	 	 	　高野忠 	 	 	 	日本大学理工学部	
2011年	10月 	第14回 	三菱総研 	 	 	　長山博幸	 	 	 	三菱総合研究所	
2012年	9月	 	第15回 	東北大学 	 	 	　澤谷邦男	 	 	 	電子情報通信学会無線電力

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	伝送時限研究専門委員会	
2013年	10月 	第16回 	静岡大学 	 	　 	　山極芳樹	 	 	 	静岡大学工学部	
2014年	10月 	第17回 	東洋大学 	 	 	　藤野義之	

SPSシンポジウムの開催状況	

これまで延べ1200名前後の方が参加した。	
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太陽発電衛星研究会で、目標に対し、できたこと、不十分だったこと	

活動：会員の研究を母体として、次のような活動を行う。	
1.ＳＰＳニュースの刊行継続	
ニュースレター発行履歴：27号（2014.7.25）、年平均1.6回	
電子メールニュースレター発行履歴：322号（2014.9.16）、月平均1.9回	
ニュースレターの存在感を示すには少なくとも季刊にしたかった。	
電子メールニュースレターは事務局発或いは一部の理事発でソースを広く会員に広げることができなかった。	
	

2.　研究発表会の開催	
シンポジウムは17回（毎年1回）開催	
シンポジウム以外にもテーマを絞った研究会やワークショップを開催することが望ましいと思われたが、限られた数し
か開催できなかった。技術セッションでは必ずしも多くの積極的な申し込みがなかった。	
	

3.　広報活動	
ISAS/JAXAでの一般公開でのSPS研究会の紹介（ニュースレターの閲覧や申込書の配布等）	
第2回シンポ（京大）のTV取材（1999年）	
第6回シンポ（静岡大）の新聞取材（2003年）	
ホームページの立ち上げ（2004年）	
IAF Power Committeeでの定期的な活動報告、海外研究者へのSPSシンポプロシーディング配布（一時期）	
一般国民、周辺専門家・学生、政官界、関連会社、海外コミュニティに存在感を示すことが希薄だった。	
	

4.　関連する企画への参加	
特筆すべきものなし。	
	

組織：	
専門分科会：太陽発電衛星の技術分野の高度の専門性を考慮して、専門分科会をおく：例えば；電力伝送、太陽電
池、宇宙構造・組立、環境エネルギー評価、レクテナ	
総合企画班：太陽発電衛星の総合性を保つために適宜テーマグループを設置する。	
SPS2000レクテナ分科会（主査：パトリック・コリンズ）	
宇宙輸送超低価格化分科会（座長：小谷知己）	
総会時には話題にはなるが、実際に立ち上がる分科会は少なく、活発な分科会活動が行われたとは言いがたい。	



不十分だったことの理由の分析	

１．同好会的な性格（内向き）の研究会であったため、研究会
としてSPS実現に向け社会的な働きかけを組織的に行おうと
するモチベーションが幹事・会員とも少なかった（各会員の所
属機関あるいは個人ベースで行われた）。	
	
２．ニュースレター発行とシンポジウム開催以外の活動を行
う為の財政的リソース、人的リソースが不足していた。	
財政的リソース：会員として、(1)SPS分野の研究者、SPSに
係わる業界関係者、(2)専門ではないが興味があり状況を知
りたいグループ、が混在し、会費としては(2)をターゲットとし
たため財政的基盤が小さかった。	
人的リソース：研究会の事務作業を宇宙研の事務職員のボ
ランタリーベースのパートタイムワークに頼った。	
	



新学会発展への期待	

１．学会は同好会ではない。社会的に認知を受ける（社会的に力を持つ）代
わりに、設立の趣旨を実現するための社会的な責務がある。	
	
２．設立の趣旨を実現するためには、財政的リソース、人的リソースが必要。	
財政的リソース：会員として、(1) 宇宙太陽発電分野の研究者、宇宙太陽発
電分野に係わる業界関係者、(2)専門ではないが興味があり状況を知りたい
グループ、が混在。会の財政は (1)で維持。(2)及び学生は財政的には財政
維持とは別の観点も含め考える必要。	
人的リソース：学会の事務作業はボランタリーベースではなく外注。理事はア
ドバイザーではなく学会活動推進のエンジンとしての役割。	
	
３．会員数が100名以下では社会的な影響力は少ない（むしろ関係者が少な
いという意味でネガティブレッテルなる）。数百名以上を目指さなければなら
ない。多くの人や法人は既にそれぞれの専門分野の学会や関連の組織に
入っている。新学会への参加には分かり易い具体的なメリットの提示が必要
だが、宇宙太陽発電そのもにはそれを可能とする十分な潜在力がある。	



広い範囲からの会員の参加	

SPS研究者	

SPS周辺研究者	

エネルギー・宇宙関係者	

興味を持つ産官政関係者	

興味を持つ市民、学生	

研究会	 学会	

英文学会誌	
一般紙（ニュースレター）	
シンポジウム（総合、個別）	

フォーラム（一般、学生を対象とした敷居の低い講
演会）	

各種イベント	
レクチャー（産官政関係者を対象とした講演会）	
関係機関(JAXA,JSS,他）との定期意見交換会	

（従来）	
（今後）	

一般紙（ニュースレター）	
シンポジウム（総合）	

資金＋マンパワー	

資金＋マンパワー	

（将来は法人化）	

大きなエンジン	

小さな	
ポジティブ	

フィード	
バック	

小さなエンジン	

大きな	
ポジティブ	
フィード	
バック	

道具立て	

道具立て	



学会の発展	

研究会	

学会・新プロジェト	

法人化・新プロジェト	

時間	

会員数・学会の活力	
SPSの実現	
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太陽発電衛星研究会の会則	



太陽発電衛星研究会の活動（まとめ）	

活動：会員の研究を母体として、次のような活動を行う。	
1.ＳＰＳニュースの刊行継続	
ニュースレター発行履歴：27号（2014.7.25）、年平均1.6回	
電子メールニュースレター発行履歴：306号（2014.9.16）、月平均1.5回	
	
2.　研究発表会の開催	
17回（毎年1回）	
	
3.　広報活動	
ISAS/JAXAでの一般公開でのSPS研究会の紹介（ニュースレターの閲覧等）	
第2回シンポ（京大）のTV取材（1999年）	
第6回シンポ（静岡大）の新聞取材（2003年）	
ホームページの立ち上げ（2004年）	
IAF Power Committeeでの定期的な活動報告、海外研究者へのSPSシンポプロシーディング配布（一時期）	
	
4.　関連する企画への参加	
特筆すべきものなし。	
	
組織：	
専門分科会：太陽発電衛星の技術分野の高度の専門性を考慮して、専門分科会をおく：例えば；電力伝送、
太陽電池、宇宙構造・組立、環境エネルギー評価、レクテナ	
総合企画班：太陽発電衛星の総合性を保つために適宜テーマグループを設置する。	
SPS2000レクテナ分科会（主査：パトリック・コリンズ）	
宇宙輸送超低価格化分科会（座長：小谷知己）	



1997年 	10月 	発起人会、松岡秀雄代表幹事選出
	 	 	 	　　　　　　　 	 	 	 	事務局は山田興一先生、佐々木	
	 	12月 	SPS研究会ニュース創刊号	

1998年 	5月	 	第1回総会	
	 	6月	 	Peter Glaser博士顧問に就任	

1999年 	7月	 	第2回総会　事務局は高橋宏先生、山田先生、佐々木	
2000年 	10月 	会則変更（外国人会員の扱い）	

	 	7月	 	SPS2000レクテナ分科会（主査：パトリック・コリンズ先生）	
2004年 	7月	 	第7回総会　事務局は大久保先生、山田先生、佐々木	

	 	10月 	研究会ホームページ開設	
2006年 	8月	 	創設幹事 田中靖政先生 ご逝去	

	 	10月 	第9回総会は事務局 佐々木		
2007年 	4月	 	創設幹事 長友信人先生 ご逝去	

	 	10月 	代表幹事の選任申し合わせ（任期2年） 		
2008年 	9月	 	第11回総会で高野忠代表幹事 、松岡秀雄広報担当幹事選出	
2010年 	6月	 	宇宙輸送超低価格化分科会発足（座長：小谷知己様）	

	 	10月 	第13回総会、伊藤精彦代表幹事選出 
	 	 	 	 	 	　　　	 	 	 	会則変更（NPO賛助会員、学生会員

の追加）	
2011年 	10月 	第14回総会 事務局 田中先生、牧先生	
2012年 	9月	 	第15回総会、橋本弘蔵代表幹事選出	
2014年 	5月	 	顧問Peter Glaser博士 ご逝去	

	 	10月 	宇宙太陽発電学会へ移行	

太陽発電衛星研究会17年の歴史（組織に係わること）	



SPSワーキンググループ	



太陽発電衛星研究会の会則（当初）	
太陽発電衛星研究会会則 	 	 	 	 	 	 	平成９年１０月３１日　

太陽発電衛星研究会発起人会承認	
 	

１）名称：太陽発電衛星研究会（略称：ＳＰＳ研究会）	
２）目的：太陽発電衛星の研究の促進をはかるために	

	1.　研究情報の交換	
	2.　対外的な啓蒙活動	
	3.　研究のための調査	

　等を行う。	
３）会員：正会員と賛助会員とする	

	1.　正会員は太陽発電衛星の意義を認める関連研究分野の研究者、または、	
	より広く地球の環境とエネルギーの問題の研究者	とする。	
	2.　賛助会員は本会の活動を支援する企業団体等とする。賛助会員は3名を個人会員	

	と同じサービスを受ける会員として登録で 	きる。	
４）活動：会員の研究を母体として、次のような活動を行う。	

	1.　ＳＰＳニュースの刊行継続	

	2.　研究発表会の開催	
	3.　広報活動	

	4.　関連する企画への参加	
５）組織：	
役員：若干名の幹事をおく。代表幹事を幹事の互選で選出する。	

顧問：対外的な関係を考慮した顧問をおくことが出来る。顧問は会費を免除する。	
専門分科会：太陽発電衛星の技術分野の高度の専門性を考慮して、専門分科会をおく：	

例えば；電力伝送、太陽電池、宇宙構造・組立、環境エネルギー評価、レクテナ	
総合企画班：太陽発電衛星の総合性を保つために適宜テーマグループを設置する。	
事務局：事務局は幹事の一人が担当し、次の業務を行う。	

	1. 　会員登録と会費の徴収	
	2. 　ニュースの作成と配布	

	3.　会の内外の連絡先（コンタクトポイント）	
６）会費：当面、通信費として下記の年会費を徴収する。	

	個人会員の年会費は1 000円とする。	

	賛助会員の年会費は10000円とする。	



広い範囲からの会員の参加	

SPS研究者	

SPS周辺研究者	

エネルギー・宇宙関係者	

興味を持つ産官政関係者	

興味を持つ市民、学生	

研究会	 学会	

英文学会誌	
一般紙（ニュースレター）	
シンポジウム（総合、個別）	

フォーラム（一般、学生を対象とした敷居の低い講
演会）	

各種イベント	
レクチャー（産官政関係者を対象とした講演会）	
関係機関(JAXA,JSS,他）との定期意見交換会	

（従来）	
（今後）	

一般紙（ニュースレター）	
シンポジウム（総合）	

資金＋マンパワー	

資金＋マンパワー	

（将来は法人化）	

大きなエンジンの力	

小さな	
ポジティブ	

フィード	
バック	

小さなエンジンの力	

大きな	
ポジティブ	
フィード	
バック	

道具立て	

道具立て	



太陽発電衛星研究会17年の歴史（組織に係わること）	

1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	

発起人会	

ニュース創刊号	

第1回総会	

ピーター・グレーザー	
博士顧問就任	

松岡秀雄	 高野忠	 伊藤精彦	 橋本弘蔵	

代表幹事	

SPS2000レクテナ分科会	
（主査：パトリック・コリンズ）	

会則変更（外国人	
会員の扱い）	

研究会ホームページ開設	

代表幹事の選任申し	
合わせ（任期2年）	

宇宙輸送超低価格化分科
会発足（座長：小谷知己）	

会則変更（NPO賛助会
員、学生会員の追加）	

学会への改組
議論開始	

創設幹事	
長友信人	
先生ご逝去	

顧問ピーター・	
グレーザー	
博士ご逝去	

山田興一	
佐々木進	

高橋宏、山田興一	
佐々木進	

大久保達也	
山田興一	
佐々木進	

佐々木進	 田中孝治	
牧謙一郎	

創設幹事	
田中靖政	

先生ご逝去	

事務局担当幹事	

第17回総会	

ニュース27号	

広報担当幹事	

松岡秀雄	
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1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	

Promoter’s	
Meeting	

News letter	
 first issue	

First general meeting	

Peter Glaser	
Senior Advisor	

Hideo Matsuoka	 Tadashi 	
Takano	

Kiyohiko 	
Itoh	

Kozo	
Hashimoto	

Executive Secretary	

Subcommittee, SPS2000 Rectenna	
（Chairman：Patric Collins）	

Constitutions 	
partially revised	

Website launch	

2 years term for	
Executive Secretary	

Subcommittee, Low Cost Space 
Transportation (Chairman:Tomomi Kotani) 	

Constitutions 	
partially revised	

Start of efforts for 
reorganization	

Koichi Yamada,	
Susumu Sasaki	

Hiroshi Takahashi,	
Koichi Yamada,	
Susumu Sasaki	

Tatsuya Ohkubo,	
Koichi Yamada,	
Susumu Sasaki	

Susumu Sasaki	 Koji Tanaka,	
Ken-ichiro Maki	

Secretary of Office	

17th general meeting	

News letter	
 27th issue	

Secretary for public relations 	

Hideo Matsuoka	


